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4月号 目次協同活動の成果 令和6年3月31日現在

令
和
6
事
業
年
度
を
迎
え
ま
し

た
。令

和
5
事
業
年
度
に
つ
い
て
は
現

在
決
算
作
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
営
農
経
済
事
業
で
は
特
別
栽

培
米
の
作
付
面
積
拡
大
に
よ
る
増
加

や
、
仔
牛
の
高
値
推
移
等
に
よ
り
、

販
売
高
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
金
融
事
業
で
は
、
提
案
型
営
業

の
柱
で
あ
る
投
資
信
託
が
目
標
を
大

幅
に
上
回
り
収
益
確
保
が
で
き
ま
し

た
が
、
共
済
事
業
は
目
標
未
達
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
皆
様
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
事
業
全
体
で
は
計

画
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
終
的
な
決
算
結
果
に
つ
き
ま
し

て
は
、
6
月
開
催
予
定
の
通
常
総
代

会
に
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。さ

て
、
今
年
も
肥
料
・
農
薬
が
Ｊ

Ａ
よ
り
届
き
ま
し
た
。

我
が
家
で
は
「
肥
料
が
た
く
さ
ん

来
と
る
で
、
今
年
こ
そ
は
良
い
お
米

が
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
る
よ
う
に
し

て
よ
」
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
孫

娘
が
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
美
味
し
い

お
米
を
、
私
の
お
う
ち
ま
で
持
っ
て

き
て
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
る
と
、
お

米
で
孫
と
つ
な
が
っ
て
い
ら
れ
る
こ

と
に
農
家
で
よ
か
っ
た
な
あ
と
つ
く

づ
く
感
じ
、
妻
と
笑
顔
に
な
り
ま
し

た
。農

家
を
永
く
続
け
て
い
く
に
は
、

そ
の
地
域
に
合
っ
た
特
色
の
あ
る
農

業
生
産
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
い
う
農
業
を
実
現
す
る
た

め
に
も
、
政
治
的
な
面
で
農
業
生
産

者
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
施
策
を

考
え
て
ほ
し
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

大
規
模
経
営
に
だ
け
手
厚
く
す
る
の

で
は
な
く
、
管
内
の
大
半
の
農
業
者

の
よ
う
に
、
中
山
間
地
域
で
農
業
を

担
っ
て
い
る
家
族
零
細
農
家
に
も
国

の
助
成
を
も
っ
と
考
え
て
ほ
し
い
！

農
業
者
と
は
い
え
、
農
畜
産
物
の

価
格
を
勝
手
に
値
上
げ
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
し
難
い
の
で
す
。
担

当
者
が
商
談
す
る
際
に
、
ほ
と
ん
ど

の
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
価
格
は
据
え
置
き

で
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
安
け
れ
ば

安
い
方
が
い
い
」と
い
う
消
費
者（
国

民
）
の
意
識
や
考
え
方
を
、
も
う
そ

ろ
そ
ろ
変
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
安
さ
」だ
け
を
追
求
し
輸
入
に
頼

り
す
ぎ
る
と
自
給
率
が
低
下
し
、
ま

す
ま
す
国
内
で
生
産
す
る
農
産
物
が

減
少
し
、
離
農
す
る
農
家
の
増
加
と

と
も
に
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し
て
い

き
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
自
然
環
境

を
は
じ
め
様
々
な
と
こ
ろ
に
良
く
な

い
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
で
き
る
だ
け
消
費
者
の
理
解

を
得
な
が
ら
農
産
物
の
適
正
価
格
を

求
め
て
い
き
た
い
と
強
く
思
っ
て
い

ま
す
。

「
農
業
者
と
農
地
を
守
る
」
こ
と
で
「
地
域
を
守
る
」

〜
そ
の
２
〜

代
表
理
事
組
合
長

柴
原
利
春

「
報
告
事
項
」

①
主
な
処
理
事
項
と
行
事
の
報

告
に
つ
い
て

②
組
合
員
加
入
お
よ
び
脱
退
報

告
に
つ
い
て

③
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
報
告
に
つ
い

て
④
令
和
6
年
度
教
育
研
修
計
画

に
つ
い
て

⑤
令
和
6
年
度
監
事
監
査
計
画

に
つ
い
て

⑥
職
員
の
人
事
関
係
報
告
に
つ

い
て

⑦
総
務
金
融
委
員
会
報
告
に
つ

い
て

⑧
経
済
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

⑨
役
員
候
補
者
推
薦
会
議
報
告

に
つ
い
て

⑩
役
員
制
度
及
び
総
代
定
数
見

直
し
審
議
会
報
告
に
つ
い
て

「
提
出
議
案
」

第
１
号
議
案

令
和
5
年
度
決
算
方
針
に
つ
い

て第
2
号
議
案

目
的
積
立
金
（
農
業
支
援
積
立

金
）
の
取
崩
に
つ
い
て

第
3
号
議
案

令
和
4
年
産
米
の
最
終
精
算
に

つ
い
て

第
4
号
議
案

令
和
6
年
産
米
の
出
荷
契
約
及

び
約
定
事
項
に
つ
い
て

第
5
号
議
案

令
和
6
年
度
事
業
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

第
6
号
議
案

令
和
6
年
度
人
事
給
与
関
係
に

つ
い
て

第
7
号
議
案

令
和
6
年
度
余
裕
金
の
運
用
計

画
に
つ
い
て

第
8
号
議
案

職
制
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

第
9
号
議
案

給
与
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

第
10
号
議
案

契
約
職
員
就
業
規
則
の
変
更
に

つ
い
て

第
11
号
議
案

令
和
5
年
度
死
亡
不
在
組
合
員

の
資
格
喪
失
認
定
に
つ
い
て

第
12
号
議
案

組
合
員
（
法
人
・
団
体
）
の
加

入
申
込
に
つ
い
て

第
13
号
議
案

組
合
員
減
口
申
込
者
に
つ
い
て

第
12
回
理
事
会（
令
和
6
年
3
月
28
日
）

■
■
■
■
■
■

理
事
会
だ
よ
り

18日　経済委員会、総務金融委員会
22日　一宮町農会長会
23日　波賀町農会長会　
24日　中央会理事会、全農運営委員会
25日　千種町農会長
26日　第１回 理事会

１日～2日　監査法人期末監査
7日～9日　決算監事監査
　　　　　　監査法人期末監査
10日　ハリマJA女性会理事会
17日　県JA組合長会議
　　　県との意見交換会
20日　総務委員会、経済委員会
24日　中央会理事会
28日　第2回 理事会、第１回 監事会
30日　農協総代地区部長会
　　　農協総代支部長会
　　　第１回 エンジョイ・ライフ・クラブ

4月

5月

行事あんない

組合員数　　○正個人 6,692団体　　 5 ○准
個人 2,348
団体 　176

貯金

貸出金

購買品供給高

販売品販売高

共済保有高

出資金

689億7,888万円

96億7,264万円

7億 242万円

4億6,158万円

1,585億8,379万円

8億3,363万円

■2　コラム、理事会だより、行事案内、協同活動の成果
■3　令和4年産米 最終精算単価決定
■4～■5　新総代500名が就任　　　
■6　丹波黒大豆栽培講習会

Topics食彩館（旬の農産物）
■7　苗物フェア（食彩館）
■8～■9　総合渉外紹介
■10 JA職員の異動　　
■11　ニューフェイス紹介
■12　特別栽培米生産部会視察研修、子牛市
　女性会理事と常勤理事との意見交換会　
■13　簡単ヨガで肩こり解消（きらきら講座）
　女性会活動紹介（東市場支部）、みどりの健康百科
■14　頭の体操、5月のあなたの運勢
■15　うちの子自慢、あぐりスマイル、JAハリMAN
■16　ゴールデンウィークの営業のお知らせ
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令
和
4
年
産
米
の
作
柄
は
、
農
家

ふ
る
い
目
ベ
ー
ス
で
兵
庫
県
全
体
は

作
況
1
0
2
の
「
や
や
良
」（
県
南
1

0
3
、県
北
1
0
1
、淡
路
1
0
1
）

の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
田
植
え
後

低
温
・
日
照
不
足
が
あ
っ
た
も
の
の

以
降
は
高
温
・
多
照
で
経
過
し
概
ね

天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
「
や

や
良
」
と
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
集
荷

実
績
も
昨
年
比
1
1
6
％
と
な
り
ま

し
た
。

一
方
、
市
場
の
相
対
販
売
価
格
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
の
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
需
要
低
迷
の
影
響
が
大
き
く

米
卸
業
者
は
持
越
在
庫
が
膨
れ
た
状

況
の
中
で
推
移
し
た
た
め
、
価
格
は

低
迷
が
つ
づ
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
当
Ｊ

Ａ
で
は
88
％
の
高
い
直
接
販
売
の
有

利
性
を
維
持
し
販
売
が
で
き
た
こ
と

に
よ
り
、
県
内
で
も
最
高
水
準
の
精

算
価
格
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。各

銘
柄
別
の
単
価
は
精
算
単
価
表

の
通
り
で
す
。
今
後
も
直
接
販
売
を

第
一
に
取
組
み
価
格
安
定
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尚
、
令
和
5
年
産
米
の
最
終
精
算

は
令
和
7
年
3
月
頃
に
行
う
予
定
と

し
て
お
り
ま
す
。

最
終
精
算
単
価
決
定

令
和
４
年
産
米

共同計算の経費項目について 共同計算結果について
令和5年産米 令和4年産米

検査料について
令和5年産米

※検査手数料の他に1．本人持込　2．ライスセンター　3．庭先集荷等、 そ
れぞれ検査場所に応じた経費加算により、仮渡金時の控除金額は異な
ります。

※流通・制度等の環境変化により、項目及び金額の追加、変更もありま
　す。

《JA米 コシヒカリ1等》 （単位：円/30kg） 税込

《JA米 コシヒカリ1等》 （単位：円/30kg） 税込

令和4年産米共同計算の結果を、下記のとおりお知らせいた
します。

（収　入）

（経　費）

（生産者手取り）

令和4年産米 最終精算単価
（単位：円/30kg） 税込

品 種 等級
積 算 単 価

JA米 一般米

コシヒカリ

1 7,046 6,896

2 6,564 ―

3 5,599 ―

キ ヌヒカリ

1 5,503 ―

2 5,022 ―

3 4,056 ―

キ ヌムスメ 1 5,503 ―

あきたこまち
1 5,503 ―

2 5,020 ―

も ち 米

1 ― 7,781

2 ― 7,299

3 ― 6,334

項　　目 金額 内　　容 共計実施主体

流通・集荷・保管経費 190 流通保管に係る経費 JA

生産・販売経費 100 生産・集荷・販売に係る
経費 JA・全農

そ の 他 経 費 10 金利・対策金・その他に
係る経費 JA・全農

手 数 料 290 JA手数料・系統 JA・全農

合　　計 590

項　　目 金額 内　　容 実施主体

検 査 料 52 検査受け後仮渡金時に
控除 JA

項　　目 単価 備　　考

販 売 代 金 7,814 JA直販メリットを含む
（全農販売価格　6,750円）

そ の 他 収 入 3 国・行政等からの助成

収入合計　① 7,817 メリットを活かした販売価格

項　　目 単価 備　　考

流通・集荷・保管経費 186 流通保管に係る経費

生 産・販 売 経 費 288 生産・販売に係る経費

そ の 他 経 費 8 金利・対策金・その他に係る経費

手 数 料 289 JA手数料・系統

経費合計　② 771

生産者手取額
（①－②）

仮 渡 金
（検査時の支払単価）

最終積算金
（今回の支払単価）

7,046 6,800 246
※小数点以下は調整しております。

《JA米 コシヒカリ1等》 （袋/30kg） 税込
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○
篠
原

正
治

西
山

秋
生

西
山

つ
る
代

谷
川

い
つ
ゑ

○
三
辻

浄

川
上

貞
代

三
辻

真
寿
美

三
辻

圭
三

○
中
嶋

浩
二

讃
岐

健
生

山
角

沙
織

二
川

利
数

勝
木

省
次

○
下
村

定

山
口

卓
也

澤
田

豊
子

○
松
本

伸
二

岸
根

正
由

四
辻

孝
良

大
井

一
樹

大
前

輝
代

石
橋

美
保

○
中
村

増
男

山
本

ゆ
か
り

横
野

元
一

植
田

忠
明

長
谷

惠
理
香

岡
田

勝
己

中
村

葉
子

田
冨

秀
司

田
冨

道
子

○
小
林

修

髙
路

聡

仲
井

保

髙
路

康
雄

小
林

尚
三

秋
田

圭
司

秋
田

真
次

○
大
倉

覚

岸
本

タ
ミ
エ

小
坂

重
幸

春
名

正
典

門
積

正
幸

大
西

弘
芳

溝
口

幸
宏

柴
原

由
記
子

柴
原

幸
世

門
積

祐
介

柴
原

信
介

新
宮

美
智
代

大
倉

増
男

柴
原

宏
二

○
松
村

隆
好

野
﨑

昌
宏

野
﨑

ま
ゆ
み

小
林

史
明

小
林

安
意

石
原

敬
二

八
木

智

八
木

か
ず
枝

柴
田

吉
介

樽
本

秀
昭

松
村

克
子

勝
部

み
ゆ
き

○
岡
田

義
明

岡
本

浩

新
宮

浩
文

石
井

大
輔

中
路

均

土
居

正
博

安
井

隆

土
居

智
幸

金
元

小
雪

志
水

美
保
子

口
分
田

敏
枝

中
野

祐
美
子

○
猪
尾

良
和

福
田

真
基

猪
尾

育
也

黄
賀

美
香

福
田

岳
広

志
水

幸
恵

○
大
谷

修
也

西
川

橋
蔵

西
牧

龍
太
郎

森
本

昭
八

古
畑

直
秀

古
川

有
香

岩
越

佳
祐

北
村

順
子

○
田
中

康
則

山
内

浩
史

平
山

和
宏

芦
谷

直
記

柴
原

義
美

栗
山

昌
美

○
岩
木

秀
義

山
本

英
司

植
木

幸
祐

浅
田

繁

板
谷

美
正

○
東
末

敏
明

大
田

康
博

平
山

登
代
子

田
渕

聖
史

立
道

清
美

福
井

充

畑
尾

龍
美

稲
垣

幸
祐

岡
本

光
吉

○
田
中

利
治

本
城

達
也

橋
本

昭
二

中
尾

有
伸

藤
原

幸
浩

橋
本

寿
己

小
池

慶

藤
原

ゆ
か
り

中
嶋

美
佐
子

○
上
長

正
典

長
野

泰
明

上
長

央
直

藤
原

忠
弘

山
梨

加
代
子

藤
原

幸
子

○
勝
木

重
美

的
場

明
美

西
田

欣
仙

横
枕

良
子

勝
木

香
也
子

○
石
田

憲
二

藤
原

正
明

上
田

和
司

上
田

幸
生

焼
山

千
代
美

丸
山

真
里
子

田
路

隆
臣

野
良

智
成

小
田

忠
幸

川
戸

清
志

小
林

み
ど
り

森
本

恵

川
戸

仙
子

○
田
路

憲
吾

塩
見

岳
州

塩
見

み
づ
ほ

中
本

忠
明

杉
本

好
美

三
木

ひ
ろ
み

上
川

則
雄

木
下

絹
代

橋
本

昌
二

細
川

孝
子

岡
崎

勲

岡
崎

通
泰

岡
崎

君
代

山
本

睦
広

中
本

し
げ
乃

下
川

敏
英

下
川

君
代

○
中
田

和
明

小
堀

文
子

小
堀

寿
史

○
田
中

靖
幸

寺
田

澄
人

木
村

智
重

鎌
田

喜
吉

織
金

寿
之

志
水

大
一

田
路

輝
夫

飯
田

か
よ
子

大
上

哲
也

寺
田

昭
子

蒲
田

晃
弘

○
服
部

史
生

秋
田

和
子

中
尾

直
樹

田
中

正
春

中
尾

佐
千
子

船
元

俊
男

船
元

美
佳

祐
谷

豊
稔

○
森
　
　
正
義

石
田

実

小
椋

多
満
子

森
　
　
幸
代

秋
武

浩
二

秋
武

華
寿
美

祐
谷

俊
輔

祐
谷

史
代

森
　
　
恵
介

森
　
　
照
子

小
椋

憲
樹

秋
武

悦
男

石
田

恵
美
子

中
野

志
郎

○
下
田

啓
二

山
本

文
男

佐
古
井

守

長
田

賢
市

蒲
田

安
則

段
林

恵
子

○
田
路

広
敏

西
山

隆
邦

山
内

昌
昭

小
林

尚
美

秋
山

美
保

○
山
本

和
明

山
本

芳
英

小
林

丈
浩

世
良

ひ
さ
よ

下
段

勝
美

井
口

孝

小
林

直
子

世
良

辰
也

世
良

加
代
子

前
田

英
樹

前
田

久
代

○
田
路

貴
義

中
尾

正
登

み
か
た
営
業
部

１
３
３
名

一
宮
営
業
部

１
３
６
名

農協総代とは
　農協の運営方針は組合員の総意に基づい
て行われます。そのための意思統一を決定
する場が総代会です。総代は正組合員の中
からから選ばれた代表者として、毎年行わ
れる通常総代会において、規則の改正や事
業計画、決算及び役員選任などの重要な事
項を決定します。総代会は農協が意思決定
するための最高議決機関です。総代は組合
員の代表として、意見や要望を農協事業や
活動などに反映するという重要な役割を
担っています。

農協事業へ組合員の声を反映
新総代500名が就任
　このほど、任期満了に伴う総代改選が行われ、組合員の代表であ
る新総代500名が就任しました。新総代の任期は令和6年4月1日の
就任から3年間となります。各地区を代表して選出された総代は、
組合員と農協をつなぐ大切な役割を担います。
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○
砂
町

慎
二

山
村

鉄
男

山
村

忠
彦

砂
町

昭
夫

岡
前

芳
明

○
古
野

勝
博

松
原

照
正

中
田

博
文

中
田

慶
子

中
岡

満
代

立
道

幹
生

中
田

由
香

○
岡
田

初
雄

竹
上

泰
正

可
藤

さ
よ
子

可
藤

伸
吾

竹
上

あ
け
み

中
谷

秀
樹

大
前

文
人

髙
下

順
子

○
山
根

正
吾

小
林

福
重

山
根

晃
一

小
林

和
代

○
石
橋

孝
夫

○
丸
井

衛

堂
元

一
哉

幸
福

環

藤
原

千
尋

○
坂
口

耕
三

鎌
田

秋
生

○
小
椋

英
樹

平
　
　
龍
二

小
椋

成
実

平
桑

瑞
代

○
岸
本

章
弘

川
口

明
雄

上
野

久
美
子

大
田

美
津
恵

上
垣

正
敏

八
田

勝
彦

荒
尾

保

春
名

正
信

石
原

政
徳

徳
久
阪

薫

森
脇

常
公

荒
尾

美
代
子

河
谷

光
子

田
口

晶
江

内
海

嘉
朗

内
海

史
朗

○
山
田

優

大
北

千
恵

大
北

真
彰

大
坪

安
希
子

尾
畠

徹

尾
畠

美
佐
子

木
原

朗

木
原

幸
子

木
原

伸
司

田
中

正
之

山
田

栄
作

○
川
井

久
城

寺
谷

明
修

堂
場

義
人

林
　
　
繁
樹

林
　
　
長
則

中
村

涼

川
井

貴
広

中
村

尚
史

林
　
　
照
二

○
木
山

葉
野
人

有
時

秀
樹

小
原

哲
也

戸
井

泰
治

戸
井

稲
男

池
田

広
幸

中
田

成
計

鳥
羽

正
剛

鳥
羽

邦
美

金
本

と
し
子

岡
　
　
徳
子

平
瀬

美
智
代

○
橋
本

政
人

松
下

朝
男

福
下

日
出
勝

○
前
田

高
春

杉
谷

選
一

金
井

禮
治

田
口

充
浩

和
田

斎

立
道

圭
一

土
井

洋
子

立
道

ち
か
子

○
田
口

喜
晴

春
名

善
樹

山
本

繁

小
林

広
吉

田
口

雅
規

春
名

礼
実

高
下

司

○
春
名

善
文

村
上

文
浩

春
名

雅
行

花
本

長
光

梅
本

さ
お
り

福
山

厚
美

○
池
本

了
一

山
根

敏
朗

猶
原

庄
一
郎

山
根

欽
吾

山
根

ひ
と
み

内
海

愛
子

○
阿
曽

茂
夫

白
矢

巧

春
名

利
広

尾
崎

好
泰

中
村

博
幸

岸
本

彰
光

瀧
本

武
紀

宮
本

こ
な
み

瀧
本

由
加
利

土
平

晴
美

○
森
下

直
武

○
春
名

寿
一

村
上

美
恵
子

藤
原

英
一

藤
原

珠
生

鎌
田

芳
郎

鎌
田

津
也
野

春
名

元
代
志

森
井

勝
馬

森
井

夏
代

土
井

俊
一

春
名

千
里

段
林

ゑ
み
子

花
本

孝

花
本

辰
夫

澤
田

惠
子

森
下

よ
し
ゑ

○
在
賀

俊
平

長
田

友
栄

杤
尾

勝
治

杤
尾

マ
ミ

長
田

加
代
子

○
日
下

昌
俊

秋
武

澄
子

秋
武

重
子

秋
武

あ
け
み

日
下

久
由

日
下

正
三

日
下

鈴
代

○
薄
木

正
夫

石
垣

秀
明

林
田

敏
彦

山
田

稔

段
畑

忠
夫

田
路

成
美

米
田

朱
美

○
田
中

強

田
中

照
子

西
垣

浩
子

米
田

正
富

米
田

京
子

○
西
村

昌
三

小
林

雅
和

森
山

孝
一

太
田

光
昭

西
村

昭
雄

宇
奈
手
留
美
子

森
山

良
子

○
生
垣

徳
三
郎

中
尾

京
子

○
中
畑

俊
博

中
尾

昭
義

太
中

直
美

田
畑

博
昭

日
壁

恵
子

○
梶
浦

廣
人

髙
品

長
治

濱
田

悟

田
中

時
子

濱
田

容
子

田
中

は
ま
よ

西
岡

明
規

黒
田

弘
子

小
倉

純
子

西
岡

智
寿
子

平
野

立
子

○
西
川

龍

筧
　
　
一
子

片
山

基
雄

北
川

幸
夫

大
成

利
恵
子

上
橋

健
治

植
原

伸
夫

○
田
中

徹
平

中
岡

一
夫

○
垣
内

貞
男

清
水

美
志

宮
内

弘
喜

宮
内

純
子

清
水

弘
美

垣
内

智
恵
子

清
水

鈴
美

日
下

喜
美
江

○
椴
谷

米
男

岡
田

英
嗣

藤
原

慎
一
郎

田
中

千
秋

有
元

智
雄

船
積

通
之

船
積

靖
明

津
村

正
行

舟
積

亜
由
子

寄
川

八
千
代

飛
石

義
秀

飛
石

和
則

椴
木

隆

飛
石

百
合
子

菅
谷

三
鈴

中
田

千
年
美

中
田

嘉
則

樫
谷

博
人

上
田

義
明

前
田

重
光

大
前

寿
子

樫
谷

め
ぐ
み

○
勝
部

治
喜

志
水

良
和

澤
田

憲
夫

大
山

笑
子

尾
崎

成
吉

○
名
畑

浩
一

谷
尻

亮

田
中

廣
子

岡
本

輝
美

和
井

哲
平

松
本

利
寿

石
戸

良
和

蒐
場

智
恵
子

山
田

栄
次

山
田

幸

名
畑

喜
美
雄

蒐
場

福
二

中
井

真
由
美

森
下

明
廣

岸
元

二
六

城
下

清
美

西
中

正
登

○
岸
根

紀
彦

岸
根

匠
男

岸
根

宇
多
子

○
岡
田

綱
男

米
澤

敏

大
島

佳
代
惠

米
澤

充

小
阪

久
留
美

米
澤

伸
郎

阪
本

唯
幸

○
林
　
　
秀
年

森
井

修
司

内
海

信
之

矢
部

公
司

清
水

一
女

村
留

か
ね
子

林
　
　
晋
子

○
小
河

正
和

住
江

悟

春
名

あ
け
み

越
乢

昭
一

小
河

弘
志

小
林

喜
久
生

上
山

勝
己

秋
久

勝
之

立
尾

元
秀

阿
曽

昭
比
古

小
河

秀
義

小
河

貴
子

安
東

義
雄

○
支
部
長

紹
介
は
行
政
順

敬
称
略
・
順
不
同

波
賀
営
業
部

１
１
６
名

ち
く
さ
営
業
部

１
１
５
名
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4月中旬～ 5月～

う　　　ど ・山ウド、作りウドどちらも人
気 い　ち　ご

・味、見た目に相応の値段の付
け方を
・生産者の増えて欲しい作物

わ　ら　び ・口は閉じなくても袋へ入れる
方が持ちが良いです 実　山　椒 ・種が固く黒くなる前に収穫を

・小袋や大袋詰で工夫を

こ　ご　み ・山こごみ、川こごみどちらも
人気 キ ャ ベ ツ ・袋やラップで包みましょう

・弾けて割れた物も売り方次第

葉　山　椒 ・大きく固くなる前に
・濡れたものは持ちが悪いです ふ　　　き ・すぐにしなびてしまうので、

袋へ入れる方が良いです

竹　の　子 ・真竹や淡竹も年々需要が増加 スナックエンドウ ・膨らみすぎると筋が目立つ
・毎年人気で需要は高い

　少しずつ日差しが強くなり、暖かさ
とともに食彩館の商品棚にも活気がで
てきました！ 5月になれば露地栽培の
いちごが出荷され、店内は甘い香りで
包まれます。午前中で完売することも

食彩館より

旬の農産物！

Ｊ
Ａ
ハ
リ
マ
の
特
産
品
で
あ
る

「
丹
波
黒
大
豆
」
の
栽
培
講
習
会

を
３
月
２６
日
に
本
所
会
議
室
で
開

催
し
、
初
め
て
栽
培
に
取
り
組
む

生
産
農
家
も
含
め
２３
名
の
生
産
者

が
参
加
し
ま
し
た
。

龍
野
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

の
普
及
指
導
員
を
講
師
に
令
和
５

年
度
の
栽
培
結
果
を
も
と
に
、
あ

ら
た
め
て
令
和
６
年
度
の
栽
培
に

向
け
て
の
改
善
点
や
、
過
去
の
栽

培
か
ら
得
た
良
品
質
で
多
収
量
の

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま

し
た
。
特
に
、
令
和
５
年
度
は
高

温
障
害
が
顕
著
に
現
れ
て
秀
品
率

が
低
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
高

温
乾
燥
対
策
に
つ
い
て
詳
し
い
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

丹
波
黒
大
豆
は
収
益
率
の
高
い

農
産
物
で
す
が
、
生
産
者
の
高
齢

化
と
非
常
に
労
力
を
要
す
る
作
業

が
多
い
と
い
っ
た
こ
と
が
理
由

で
、
生
産
農
家
が
減
少
し
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
Ｊ
Ａ
で
は
地
元
の
特

産
品
を
守
る
た
め
に
、
龍
野
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
や
し
そ
う
北

み
ど
り
農
林
公
社
と
連
携
し
生
産

者
の
増
加
と
栽
培
面
積
の
拡
大
を

推
し
進
め
て
お
り
ま
す
。
個
別
に

営
農
相
談
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、「
黒
大
豆
栽
培
は
し
ん

ど
い
」
を
払
拭
し
、
積
極
的
に
生

産
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

特産品「丹波黒大豆」を
増産しよう！

多いのでお買上げの際はお早めに…。そして実山椒が
最盛期を迎えます。ご予約が入ることもありますので、
在庫状況につきましては一度ご連絡をいただけたらと
思います。� （食彩館 伊和の里　72－2202）

タラの芽
栽培の物は３月下旬頃
より出荷されますが、
天然の物は４月の中頃
より最盛期を迎えま
す。山菜の王者、旬の
味覚をお楽しみくださ
い！今が旬のタラの芽（生産者：田中剛さん）

スライドによる説明を熱心に聞く参加者

培栽 講 習 会 開 催
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Ｊ
Ａ
ハ
リ
マ
は
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
心
温
ま
る
ご
指
導
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
の
所
属
部
署

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

藤

田

ゆ
か
り

経
済
部
営
農
購
買
課
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

椴

谷

瑞

穂

経
済
部
販
売
課

青

柳

百
々
花

ち
く
さ
営
業
部
金
融
共
済
課

横

野

理

奈

波
賀
営
業
部
金
融
共
済
課

祐

谷

瑠

花

み
か
た
営
業
部
金
融
共
済
課

吉

見

萠

奈

一
宮
営
業
部
金
融
共
済
課

祖

浦

汐

音

金
融
共
済
部
金
融
業
務
課

尾

崎

裕

則

経
済
部
販
売
課

山

根

繁

喜

ち
く
さ
営
業
部
金
融
共
済
課
主
任

田

中

秀

明

総
務
部
企
画
管
理
課
係
長

契
約
職
員
よ
り
登
用

契
約
職
員
よ
り
登
用

新
採
用

新
採
用

新
採
用

新
採
用

新
採
用

経
済
部
燃
油
課
三
方
給
油
所
チ
ー
フ

波
賀
営
業
部
金
融
共
済
課
主
任

総
務
部
企
画
管
理
課
主
任

西

林

真

以

小

倉

康

弘

三

辻

貴

義

小

河

禎

昌

（
３
月
31
日
付
）

金

月

り

ん

中

尾

将

希

前

田

一

茂

（
２
月
29
日
付
）

〈
退
職
者
〉

（
一
宮
営
業
部
金
融
共
済
課
）

（
ち
く
さ
営
業
部
金
融
共
済
課
主
任
）

（
一
宮
営
業
部
金
融
共
済
課
総
合
渉
外
Ｌ
Ａ
主
任
）

（
金
融
共
済
部
金
融
業
務
課
係
長
）

（
波
賀
営
業
部
金
融
共
済
課
）

（
一
宮
営
業
部
金
融
共
済
課
総
合
渉
外
Ｃ
Ａ
）

（
金
融
共
済
部
共
済
推
進
課
主
任
）

中

嶋

拓

司

総
務
部
企
画
管
理
課
係
長

粕

谷

優

法

経
済
部
営
農
購
買
課

課
長
代
理（
給
油
所
担
当
）
兼
一
宮
給
油
所
チ
ー
フ

織

田

圭

佑

一
宮
営
業
部
金
融
共
済
課
総
合
渉
外
Ｌ
Ａ（
課
長
待
遇
）

井

口

尚

洋

経
済
部
営
農
購
買
課
課
長
兼
経
済
部
営
業
担
当

宮

崎

裕

章

経
済
部
販
売
課
課
長

田

村

敏

行

金
融
共
済
部
共
済
業
務
課
課
長

荒

尾

美

紀

総
務
部
み
ど
り
診
療
所
看
護
師
長

中

野

秀

樹

ち
く
さ
営
業
部
部
長

岡

﨑

広

信

経
済
部
部
長

山

本

賢

信

金
融
共
済
部
部
長（
共
済
担
当
）
兼
共
済
推
進
課
課
長

（
４
月
１
日
付
）

八

木

理

基

み
か
た
営
業
部
金
融
共
済
課
総
合
渉
外
Ｌ
Ａ

西

山

裕

太

み
か
た
営
業
部
金
融
共
済
課
総
合
渉
外
Ｃ
Ａ

堀
　
　
　
洋

平

一
宮
営
業
部
金
融
共
済
課
総
合
渉
外
Ｌ
Ａ

橋

本

憲

治

一
宮
営
業
部
金
融
共
済
課
総
合
渉
外
Ｌ
Ａ

山

根

将

太

一
宮
営
業
部
金
融
共
済
課
総
合
渉
外
Ｃ
Ａ

寺

口
　
　
　
玲

一
宮
営
業
部
金
融
共
済
課

勝

代

尚

樹

波
賀
営
業
部
金
融
共
済
課
主
任
総
合
渉
外
Ｌ
Ａ

総
務
部
企
画
管
理
課
主
任

経
済
部
燃
油
課
一
宮
給
油
所
係
長（
統
括
チ
ー
フ
）

一
宮
営
業
部
金
融
共
済
課
総
合
渉
外
Ｌ
Ａ

経
済
部
販
売
課
課
長

経
済
部
販
売
課
係
長

金
融
共
済
部
共
済
推
進
課
課
長

総
務
部
み
ど
り
診
療
所
係
長（
看
護
師
）

経
済
部
部
長

経
済
部
営
農
購
買
課
課
長
兼
燃
油
課
課
長

金
融
共
済
部
次
長

み
か
た
営
業
部
金
融
共
済
課
総
合
渉
外
Ｃ
Ａ

波
賀
営
業
部
金
融
共
済
課
総
合
渉
外
Ｃ
Ａ

一
宮
営
業
部
金
融
共
済
課
総
合
渉
外
Ｃ
Ａ

み
か
た
営
業
部
金
融
共
済
課
総
合
渉
外
Ｌ
Ａ

一
宮
営
業
部
金
融
共
済
課
総
合
渉
外
Ｌ
Ａ

波
賀
営
業
部
金
融
共
済
課

波
賀
営
業
部
金
融
共
済
課
主
任
総
合
渉
外
Ｃ
Ａ

村

下

麻
衣
子

波
賀
営
業
部
金
融
共
済
課
主
任

森

本

宗

和

一
宮
営
業
部
金
融
共
済
課
主
任
総
合
渉
外
Ｃ
Ａ

中

村

洸

太

一
宮
営
業
部
金
融
共
済
課
主
任

上

木

小
百
合

金
融
共
済
部
共
済
業
務
課
主
任

藤

原

伸

一

波
賀
営
業
部
金
融
共
済
課
係
長
総
合
渉
外
Ｃ
Ａ

山

根

義

広

み
か
た
営
業
部
金
融
共
済
課
係
長

織

田

圭

佑

一
宮
営
業
部
金
融
共
済
課
係
長
総
合
渉
外
Ｌ
Ａ

中

田
　
　
　
孝

金
融
共
済
部
共
済
推
進
課
係
長（
総
合
渉
外
ト
レ
ー
ナ
ー
）

小

林

弘

幸

波
賀
営
業
部
金
融
共
済
課
課
長

上

山

拓

也

み
か
た
営
業
部
金
融
共
済
課
審
査
役（
共
済
担
当
）

小

林

千
恵
美

一
宮
営
業
部
金
融
共
済
課
課
長（
金
融
担
当
）

椴

谷

健

一

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
室
長（
審
査
役
）

在

町

眞
理
子

波
賀
営
業
部
部
長

川

島

正

歳

み
か
た
営
業
部
部
長

（
３
月
１
日
付
）

職
員
名

新
役
職
名

一
宮
営
業
部
金
融
共
済
課
主
任

波
賀
営
業
部
金
融
共
済
課
主
任
総
合
渉
外
Ｌ
Ａ

み
か
た
営
業
部
金
融
共
済
課
主
任

一
宮
営
業
部
金
融
共
済
課
主
任
総
合
渉
外
Ｌ
Ａ

ち
く
さ
営
業
部
金
融
共
済
課
係
長
総
合
渉
外
Ｃ
Ａ

一
宮
営
業
部
金
融
共
済
課
係
長

ち
く
さ
営
業
部
金
融
共
済
課
係
長
総
合
渉
外
Ｌ
Ａ

ち
く
さ
営
業
部
金
融
共
済
課
係
長

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
室
長

一
宮
営
業
部
金
融
共
済
課
審
査
役

課
長
待
遇（
金
融
担
当
）

波
賀
営
業
部
金
融
共
済
課
課
長

み
か
た
営
業
部
金
融
共
済
課
審
査
役

課
長
待
遇（
共
済
担
当
）

み
か
た
営
業
部
部
長
兼
経
済
セ
ン
タ
ー
長

波
賀
営
業
部
部
長
兼
経
済
セ
ン
タ
ー
長

旧
役
職
名

幸

福

真
奈
夫

（
３
月
31
日
付
）

〈
定
年
退
職
〉

（
ち
く
さ
営
業
部
部
長
）
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目指す職員像　地域の方と密接にかかわり、信頼される
職員になりたいです。また、メリハリをつけ、休める
ときは休み、働くときはしっかりと動くことができる
ような職員になりたいです。
趣　味　料理・バスケットボール

一宮営業部 金融共済課

吉
よし

見
み

萠
も

奈
な

モットー　「日進月歩」
この言葉のように、日々学びを
増やし、絶え間なく進んでいき
ます。

目指す職員像
　わからないことはすぐに聞き、後から入っていく後輩
にはわかりやすく仕事を教えてあげられるような上下
関係をうまく作れる職員を目指します。

趣　味　フットサル・音楽鑑賞

金融共済部 金融業務課

祖
そ

浦
うら

汐
し

音
おん

モットー　「有言実行」
発言したことに責任を持ち、コ
ツコツと努力します。

が、乗り越えたいと思います。
目指す職員像　地域の方々やまわりの方に信頼される職
員。また、上へ上への目標を立て、目指す人になりた
いです。
趣　味　音楽を聴くこと。いつか、好きなアーティスト
のライブに行きたいです。

波賀営業部 金融共済課

横
よこ

野
の

理
り

奈
な

モットー　「艱難汝を玉にす」です。
困難や苦労を乗り越えてこそ立
派な人間に成長できるという意
味で、これから初めてのことば
かりで苦労や困難があります

目指す職員像
　組合員の皆様との出会いを大切に、信頼していただけ
る職員になりたいです。笑顔で明るく元気に頑張りま
す。
趣　味　いろんなところに出かけることが好きです。

経済部営農経済課営農経済センター

藤
ふじ

田
た

ゆかり

モットー　「日進月歩」
　日々前進できるよう、努力して
いきたいと思います。

目指す職員像
　何事も責任をもって取組み、地域に貢献できるような
職員を目指します。

趣　味
　読書です。さまざまなジャンルの本を読んでいます。

ちくさ営業部 金融共済課

青
あお

柳
やぎ

百
も

々
も

花
か

モットー　「初志貫徹」です。
任されたことは、最後まで責任
をもって行動することを心がけ
ています。

みかた営業部 金融共済課

祐
ゆう

谷
や

瑠
る

花
か

モットー
笑顔を絶やさないことです。

目指す職員像
　明るく、元気いっぱいの職員に
なりたいです。

趣　味
　ラップ

目指す職員像　来組されるお客様、組合員様だけでなく、
こちらから外へ出向いた場合でも、どこでも声をかけ
てもらえるような職員になりたい。

趣　味　趣味というより日常ですが、ご飯作り。
　子どもの苦手な物をどうすればたべられるようになる
かを探るのが好きです。

経済部 販売課

椴
もみ

谷
たに

瑞
みず

穂
ほ

モットー　人をよく観る。
　相手が何を考え何を求めている
のか、対話の中や表情から読み
取れるように努めたい。
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3
月
13
日
、
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
の
但
馬
家

畜
市
場
（
養
父
市
大
薮
）
で
子
牛
の
せ

り
市
が
開
か
れ
ま
し
た
。
県
内
か
ら
雌

1
3
3
頭
、
去
勢
1
6
4
頭
が
出
場
、

そ
の
う
ち
管
内
か
ら
は
12
頭
が
出
場
し

ま
し
た
。

全
体
の
平
均
落
札
価
格
は
先
月
と
ほ

ぼ
同
額
で
し
た
が
、
昨
年
同
月
よ
り

7
万
円
余
り
上
回
り
8
9
0
、2
9
3

円
で
し
た
。

引
き
続
き
神
戸
ビ
ー
フ
の
輸
出
は
好

調
で
、
そ
の
こ

と
が
価
格
に
つ

な
が
っ
て
い
ま

す
。こ

の
時
期
の
飼
育
に
つ
い
て

（
運
動
と
日
光
浴
）

運
動
に
よ
っ
て
筋
肉
や
骨
格
が

鍛
え
ら
れ
、
肢
蹄
（
し
て
い
）
の

し
っ
か
り
し
た
子
牛
が
育
ち
ま

す
。
適
度
の
運
動
は
、
循
環
器
で

あ
る
心
臓
、
血
管
、
肺
な
ど
の
発

達
を
促
進
し
て
、
病
気
に
対
す
る

抵
抗
力
を
高
め
ま
す
。
で
き
る
だ

け
外
に
出
し
て
自
由
に
運
動
と
日

光
浴
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

３
月
子
牛
せ
り
市

但
馬
牛

特
別
栽
培
米
の
生
産
部
会
が
、
販
売
先
で
あ
る
ヤ
マ
ダ
ス
ト

ア
ー
須
磨
離
宮
店
と
、
Ｊ
Ａ
ハ
リ
マ
フ
ェ
ア
ー
で
「
み
か
た
の

舞
」
を
提
供
し
て
い
る
全
農
直
営
レ
ス
ト
ラ
ン
プ
レ
ジ
ー
ル
を

視
察
し
ま
し
た
。

本
年
度
も
Ｊ
Ａ
ハ
リ
マ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
特
別
栽
培
米
「
ち

く
さ
の
舞
」「
み
か
た
の
舞
」
を
積
極
的
に
販
売
す
る
計
画
で
、

ヤ
マ
ダ
ス
ト
ア
ー
は
昨
年
度
か
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
全
店
舗
で
取
り
扱
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
よ
り

多
く
を
販
売
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
量
の
確
保
が
必
須
で
、
生
産
者
の
み

な
さ
ん
に
栽
培
面
積
の
拡
大
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
回
の
視
察
に
よ
っ
て
、
環
境
を
守
る
た
め
に
厳
し
い
制

限
を
設
け
た
育
成
方
法
に
よ
り
栽
培
さ
れ
た
米
が
、
消
費
者
が

求
め
る
健
康
志
向
、
環
境
保
全
へ
の
考
え
方
と
マ
ッ
チ
し
、
よヤマダストアー須磨離宮店を視察した部会員

特
別
栽
培
米
生
産
部
会
視
察
研
修
会
開
催

特
栽
米「
ち
く
さ
の
舞・み
か
た
の
舞
」の

販
路
拡
大
を
目
指
す
！

り
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
直
接

見
る
こ
と
に
よ
っ
て

こ
れ
か
ら
本
格
的
に

始
ま
る
稲
作
へ
の
生

産
意
欲
を
高
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
、
市
、

龍
野
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
良
品

多
収
穫
の
た
め
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

3
月
14
日
に
ハ
リ
マ
Ｊ
Ａ
女

性
会
理
事
と
Ｊ
Ａ
の
常
勤
理
事

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
Ｊ
Ａ

女
性
会
の
会
員
代
表
と
し
て
Ｊ

Ａ
に
対
す
る
質
問
や
女
性
の
意

見
、
要
望
を
聞
き
、
今
後
の
Ｊ

Ａ
活
動
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
年
に
2
回
行
っ
て

い
ま
す
。　
　

今
回
は
、
農
産
物
直
売
所
へ

の
出
荷
者
が
高
齢
化
に
伴
い
減

少
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、

少
し
で
も
若
い
世
代
や
女
性
の

生
産
者
を
増
や
す
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
。
ま
た
、
組

女性目線からの意見を聞く常勤理事

合
員
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

す
る
た
め
に
は
、
毎
月
の
一
斉

訪
問
日
の
在
り
方
を
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
と
い
っ
た
、
今
Ｊ
Ａ

が
組
合
員
対
応
で
か
か
え
て
い

る
問
題
に
つ
い
て
、
女
性
目
線

か
ら
活
発
な
意
見
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

急
激
に
高
齢
化
・
過
疎
化
が

進
ん
で
い
る
管
内
で
、
Ｊ
Ａ
の

存
在
価
値
を
高
め
よ
り
地
域
密

着
の
事
業
運
営
を
す
る
た
め

に
、
今
回
聞
け
た
女
性
の
意
見

を
内
部
で
協
議
し
、
で
き
る
こ

と
か
ら
さ
っ
そ
く
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

女性会理事が
常勤理事と意見交換
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INFORMATION

みどり診療所 看護師
荒 尾 美 紀

帯
状
疱
疹
っ
て
何
？

帯
状
疱
疹
は
、
水
ぼ
う
そ
う
と
同

じ
ウ
イ
ル
ス
で
起
こ
る
皮
膚
の
病
気

で
す
。

左
右
ど
ち
ら
か
の
神
経
に
沿
っ

て
、
痛
み
を
伴
う
斑
点
と
水
ぶ
く
れ

が
、
帯
（
お
び
）
状
に
出
ま
す
。

顔
面
や
、
目
の
周
り
に
も
現
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
痛
み
は
人
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
夜
も
眠
れ
な

い
ほ
ど
、激
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

多
く
の
場
合
、
皮
膚
の
症
状
が
治

る
と
痛
み
も
消
え
ま
す
が
、
そ
の
後

も
痛
み
が
続
く
こ
と
が
あ
り
、『
帯
状

疱
疹
後
神
経
痛
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
帯
状
疱
疹
が
現
れ
る
部

位
に
よ
っ
て
は
、
角
膜
炎
、
顔
面
神

経
麻
痺
、
難
聴
な
ど
の
合
併
症
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
ぼ
う
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
あ

る
人
な
ら
だ
れ
で
も
帯
状
疱
疹
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

加
齢
・
疲
労
・
ス
ト
レ
ス
な
ど
に

よ
る
免
疫
力
の
低
下
が
発
症
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

50
歳
代
か
ら
発
症
率
が
高
く
な

り
、
80
歳
ま
で
に
約
3
人
に
１
人
が

帯
状
疱
疹
に
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
糖
尿
病
や
、
ガ
ン
な
ど
の

免
疫
力
が
低
下
す
る
病
気
が
原
因
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
十
分
な
休
息
を
と
り
な

が
ら
、
免
疫
力
の
維
持
を
心
が
け
、

疲
労
や
ス
ト
レ
ス
の
な
い
規
則
正
し

い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
予
防
の
１
つ
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
あ
り
ま
す
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
は
、
生
ワ

ク
チ
ン
と
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
2
種

類
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
接
種
方
法
や
、

回
数
・
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
公
費
で
助

成
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

接
種
が
で
き
な
い
方
も
お
ら
れ
ま

す
の
で
、
主
治
医
と

良
く
相
談
し
て

接
種
し
て
く
だ

さ
い
ね
。

ど
ん
な
人
が
な
る
の
？

予
防
は
あ
る
の
？

今
年
度
最
後
の「
き
ら
き
ら
講
座
」は
、

㈱
ビ
ビ
ッ
ド
代
表
の
中
川
由
美
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
使
っ
た
ス
ト

レ
ッ
チ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

肩
こ
り
や
腰
痛
な
ど
、
ど
の
筋
肉
を
伸

ば
せ
ば
効
果
が
現
れ
る
か
を
指
導
し
て
い

た
だ
き
、
縮
ん
だ
筋
肉
を
伸
ば
す
こ
と
で

痛
み
は
緩
和
さ
れ
る
そ
う
で
、
太
も
も
の

凝
っ
て
い
る
筋
肉
を
揉
ん
だ
り
叩
い
た
り

し
て
ほ
ぐ
し
て
い
き
、
身
体
の
状
況
を
体

感
し
ま
し
た
。

「
普
段
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ん
か
も
し
な
い

の
で
い
い
運
動
に
な
っ
た
」「
結
構
き
つ

か
っ
た
の
で
明
日
は
筋
肉
痛
や
わ
」
な
ど

言
い
な
が
ら
も
真
剣
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。

作品を前にみんなで仲良く“ハイ、チーズ！”

ハ
リ
マ
Ｊ
Ａ
女
性
会
「
東
市
場
支
部
」
の

メ
ン
バ
ー
が
、年
の
初
め
を
飾
る「
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
が
5
類
に
移
行
さ
れ
、
や
っ
と
本

格
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講
師
の
指
導
の
も
と
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
す
ば
ら
し
い
作
品
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。「
お
互
い
の
作
品
を
見
な
が
ら
、い

ろ
ん
な
話
を
す
る
の
が
と
て
も
楽
し
い
で
す

よ
」
と
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
言
わ
れ
ま
す
。

普
段
は
、
仕
事
や
家
事
で
ご
近
所
に
い
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
話
す
機
会
が
少
な
い
と
い
う

女
性
会
員
さ
ん
の
話
も
よ
く
伺
い
ま
す
。
毎

日
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
今
年
度
も
こ

う
い
っ
た
活
動
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
位
置
づ
け
、
活
発
に
活
動
し
て
く
だ
さ

い
。

心も華やぐ
「フラワーアレンジメント」
ハリマＪＡ女性会「東市場支部」

簡単ヨガで肩こり解消！
きらきら講座 第7回

開脚だけでも一苦労です！
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あれもこれもと気がせきがち。行動力に
恵まれていますが、全部行うのは大変。
クオリティーを保てる範囲に絞って

ちょっとした発見がうれしい月。趣味や
友人との時間を増やして。豊かな時間を
過ごせます。技能習得の勉強が吉

周囲からの視線が気になりそう。八方丸
くは収まらないので妥協点を見いだして。
１人で背負い込み過ぎないように

難しい問題はあるものの一つ一つ解決し
ていくことで達成感を得られます。追い
風が吹くときなので諦めないで

非常に勢いがあります。無理が通るとき
なので、よく考えて行動を。周りへの配
慮が幸運を招きます。外食が吉

やりがいは感じられるもののとても忙し
そう。スケジュールを調整し仕事と遊び
のバランスを取ると実り多い月に

注目されて大変そうですがメリットもあ
ります。やりたいことをアピールして。
力を貸してくれる人が現れるはず

運気は次第に勢いを取り戻します。状況
が変わってくるのを待つのも良い方法。
頭の中を整理してみましょう

観劇やコンサートを楽しめます。友人と
出かければ会話も盛り上がり、仲も深ま
りそう。仕事は下旬から効率アップ

視野が開け、困り事は解決へと向かいま
す。人の意見を取り入れて。違う発想で
動けば良い展開が待っているはず

整理整頓を心がけて。掃除に力を入れる
と人間関係も整ってきます。去る者は追
わないことも大切。連絡はまめに

高め安定運へと移行します。やるべきこ
とがはっきりしてきて動きやすくなりま
す。目標を決め優先順位を付けて

ハガキに答え、住所、氏名、年齢、世帯
主をはっきり書いてお送りください。応募方法

〒671-4193 一宮町東市場429番地1
JAハリマ総務部 ふれあい課宛　　先

令和6年4月30日（火）
お便り、イラストを添えたものもお待ち
しています。

締　　切

BのイラストにはAのイラ
ストと違うところが５カ所
あるよ。
間違っている部分を枠内の
数字から探そう。

2月号の答え
今月も多数のご応募ありがとうござ
いました。正解者の中から次の５名
の方に粗品をお送りいたします。

2月号の当選者（敬称略）
和　田　歌　子
中　村　一日郎
田　路　としみ
中　谷　照　美
雛　倉　夏　美

＊「まちがいさがし」のご応募は、JAハリマ管内の
　方に限らせていただきます。ご了承ください。

まちがいさがしＱＲコード

Ａ

Ｂ

答
え

2…梅の木の枝ぶりが違う
3…おばあちゃんがいる
7…虫の長さが違う
9…犬の右目が違う
12…水がお茶に変わっている
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編 集
後 記

●
総
務
部

企
画
管
理
課
係
長

田た

中な
か

秀ひ
で

明あ
き

　今年も事務所入り口にツバメが来ました。1年間の平均死亡率が60%～70%と言われている
ツバメは、自然の中の過激な生存競争を勝ち抜いてやってくるのです。ツバメが見せる一生懸命
な子育てに、私たちも考えさせられるものがありますね。ほっこりと、あたたかい優しい気持ち
になりました。 （編集部 Ｍ.Ｋ）

Q1 仕事でやりがいを感じる瞬間
現在の部署では、経理や職場環境の整備、組織全
体のスムーズな運営など、とにかく業務の領域が
広く、5年目になりますが日々新たな挑戦に溢れ
る環境に身を置いています。新しいことに挑むこ
とは楽しいですし、それを克服し、組合員や職員
のお役に立てた時にはやりがいを感じます。
Q2 業務で心がけていることは
相手の立場に立って考えることを大切にしていま
す。組合員や職員のニーズを客観的に捉え、多様
な意見を受け入れられるようになりたいです。
Q3 趣味や熱中していることは
JAで働くようになってから、家庭菜園で花や野菜
を育てることが好きになりました。病気や害虫と
の戦いはあるものの、より腕を上げて直売所に出
荷されているような立派な野菜を生産できるよう
精進しています。このたびJA営農指導員資格を
取得しました。
Q4 リフレッシュ方法を教えてください
休日には子供と一緒に過ごす時間を大事にしてい
ます。子供たちの笑顔が、最高の癒しであると感
じます。

それいけ
！

１
年
半
前
に
家
に
や
っ

て
き
た
我
が
家
の〝
四
男
〞

で
す
。

人
な
つ
っ
こ
く
て
と
て

も
や
ん
ち
ゃ
で
す
が
、
家

族
は
み
ん
な
天
心
に
メ
ロ

メ
ロ
で
す
♡

なまえ 天
てん
心
しん

種　類 ミックス（マルプー）
オス 2歳

飼い主 一宮町中安積
山角 和司さん

●千種町 下河野

阿
あ

踏
ぶみ

澄
そ

空
ら
くん（6歳）

　いつもニコニコ元気で、時には笑わせてくれた
り、時にはママやばあばのお手伝いをしてくれる
優しい子。外で走り回ったりばあばと道の駅に行
くのが大好きで、興味があると、とことん自分か
ら進んで作ったり書いたりしています。ここ2、
3年は料理にはまっているみたいで、作った料理
を持ってきて「ママ食べて～」と、目をキラキラ
させている姿は本当にかわいい。大きくなったら、
いつかお店を開きたいようです！

お母さんから
澄空の笑顔で、ママやばあばの笑顔もたえませ
ん。優しくてニコニコして時に泣いて、そんな澄
空が大好きです。これからもたくさんの笑顔で元
気いっぱいでいてね♡ 待ちに待った小学生生活。
どんな毎日になるのかな？楽しみだね！

（お母さん 千晶さん）

お兄ちゃんと一緒にハイポーズ カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
シ
ャ
キ
！
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LINE
友だち募集中！

ＪＡハリマ 令和６年ゴールデンウィーク期間の営業のご案内
組合員の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

ゴールデンウィーク中（4月27日～5月6日）の営業についてお知らせいたします。

本所・営業部窓口
4月27日（土）～4月29日（月）
5月 3日（金）～6日（月） 休業いたします

4月30日（火）～5月2日（木） 通常通り営業いたします

営農経済センター 通常通り営業いたします（8：30～16：30） ☎ 72－1235

現金自動預払機
（ATM）

稼 働 時 間

本所・みかた・波賀・ちくさ・染河内・下三方・繁盛

4月27日（土）～29日（月）、5月3日（金）～6日（月）　（9：00～19：00）

4月30日（火）～5月2日（木）　　　　　　　　　 （8：00～21：00）

宍粟市役所ATM　　土・日・祝日は休止

キャッシュカード・通帳等の紛失に関するお問い合わせ先　☎ 0120－68－9801

み ど り 診 療 所
4月27日（土）～　29日（月）　　休診いたします
4月30日（火）～5月2日（木）　　全日診療いたします
5月 3日（金）～　 6日（月）　　休診いたします

☎ 72－2388

食彩館　伊和の里 通常どおり営業いたします（8：00～17：00） ☎ 72－2202

ＪＡしらぎく会館 常時対応させていただきます ☎ 72－8800（夜間転送）

給 油 所 各 店 舗

給油所各店舗は下記の通り営業いたします
4月27日（土）　　　　　　　　　　　　 （7：00～18：00）
4月28日（日）　一宮SSのみ営業いたします　（8：00～18：00）
4月29日（月）　　　　　　　　　　　　 （8：00～18：00）
4月30日（火）～5月1日（水）　　　　　　　　（7：00～18：30）
5月 2日（木）　一宮SSのみ営業いたします　（7：00～18：30）
5月 3日（金）～ 　4日（土）　　　　　　　　（8：00～18：00）
5月 5日（日）　　　　　　　　　　　　 全店休業いたします
5月 6日（月）　　　　　　　　　　　　 （8：00～18：00）

一宮SS　☎ 72－2377
三方SS　☎ 74－1515
千種SS　☎ 76－3348

㈱グリーンホーム
ハ リ マ

4月27日（土）～　29日（月）　　休業いたします
4月30日（火）～5月2日（木）　　（8：00～17：00）
5月 3日（金）～　 6日（月）　　休業いたします
　　　（休日でもガスのお問い合わせは転送電話で対応いたします）

☎ 72－1660

宍 粟 北 み ど り
農 林 公 社

農繁期対応　　育苗についてのお問い合わせは、
　　　　　　　宍粟北みどり農林公社　各町別の電話へ

一宮　☎ 72－1720
波賀　☎ 75－2004
千種　☎ 76－2933

農 機 セ ン タ ー

4月27日（土）～28日（日）　　休業いたします
令和6年度の春季農繁期の対応は
4月29日（月）～5月26日（日）です
　　営業時間（8：30～17：00）
　　　なお修理受付は16：00までとなります

☎ 72－0305

JA自動車共済　事故受付センター
　　　24時間対応フリーダイヤル ☎ ０１２０－２

じ

５
こ

８
は

９
く

３
み

１
あい

JAハリマ
SS

食彩館
伊和の里




